
独立行政法人 国立国際医療研究センター 
〒162-8655 東京都新宿区戸山 1-21-1 
TEL 03-3202-7181 FAX 03-3207-1038 

報道各位    

2013年11月29日 

                          国立国際医療研究センター 

 

WHO-HPQ (世界保健機関 健康と労働パフォーマンスに関する質問紙) 公式サイト 

http://www.hcp.med.harvard.edu/hpq/info.php 掲載（2013年11月19日） 

 

逆翻訳による妥当性検証を経た WHO-HPQ（世界保健機関 健康

と労働パフォーマンスに関する質問紙）日本語版の完成 

– プレゼンティーズムPresenteeism（欠勤にはいたっておらず勤怠管理上は表に出

てこないが、精神面を含め健康上の理由で仕事のパフォーマンスが低下している状

態）の日本語での定量評価が可能に – 

（要旨） 

国立国際医療研究センターでは日本の国際保健医療協力の中核的機関として、あらゆ

る国の人々が格差なく健康に暮らせる社会を目指し、医療・保健衛生の向上に努めてい

ますが、このたび臨床疫学研究室長の宮木幸一博士が WHO-HPQ（世界保健機関 健康

と労働パフォーマンスに関する質問紙）日本語版の作成（翻訳）と逆翻訳による妥当性

検証を行ったものが、同質問紙short formの正式な日本語版として公式サイトに掲載さ

れることとなりました。http://www.hcp.med.harvard.edu/hpq/info.php 

これにより英語・フランス語・スペイン語・ポルトガル語についで日本語でも上記質

問紙による調査や研究が容易に行えるようになり、プレゼンティーズム（欠勤にはいた

っておらず勤怠管理上は表に出てこないが、精神面を含め健康上の理由で仕事のパフォ

ーマンスが低下している状態）という観点からの職場の健康管理が可能となり、我が国

での調査研究や産業現場での活用が進むことが期待されます。 

 

 

【研究の背景】 

 世界保健機関 World Health Organization による定義によると、精神的健康 Mental 

Healthとは「個人が自分の能力を発揮でき、日常のストレスに対処でき、生産性が高い

状態で働くことができ、コミュニティに貢献できる良い状態」を指し、単に精神的な疾

患がないことを意味しません。 

個人の生きがいややりがいといった個人的な問題だけではなく、働く人々の精神的健

康は職場や企業単位でのパフォーマンスにも影響し、労働損失としてのインパクトが大

きいことが知られています。こうした文脈のなかで、アブセンティーズムAbsenteeism
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と呼ばれる疾患により休業を生じる事態は客観的事実であり把握しやすい一方、プレゼ

ンティーズム Presenteeism と呼ばれる出勤している労働者の労働遂行能力低下による

労働損失は客観的に把握することは困難であり、総量としての損失は後者の方がむしろ

大きいとされ、問題となっています。 

 

 

【本研究の概要・意義】 

世界保健機関ではこの問題に対し、ハーバード大学医学部のケスラー教授 Professor 

Ronald Kessler, Department of Health Care Policy, Harvard Medical Schoolらが開発し

た健康と労働パフォーマンスに関する質問紙 WHO-HPQ (World Health Organization 

Health and Work Performance Questionnaire)を公開していますが、今まで正式な日本語

版は存在せず、我が国ではプレゼンティーズムに関する調査・研究や理解が不足してい

ました。 

国立国際医療研究センターでは日本の国際保健医療協力の中核的機関として、あらゆ

る国の人々が格差なく健康に暮らせる社会を目指し、医療・保健衛生の向上に努めてい

ますが、このたび臨床疫学研究室長の宮木幸一博士が日本語版の作成（翻訳）と逆翻訳

による妥当性検証を行ったものが、同質問紙short formの正式な日本語版として公式サ

イトに掲載されることとなりました。http://www.hcp.med.harvard.edu/hpq/info.php 

 

  

【今後の展望】 

これにより英語・フランス語・スペイン語・ポルトガル語についで日本語でも上記質

問紙による調査や研究が容易に行えるようになり、プレゼンティーズム（欠勤にはいた

っておらず勤怠管理上は表に出てこないが、精神面を含め健康上の理由で仕事のパフォ

ーマンスが低下している状態）という観点からの職場の健康管理が可能となり、我が国

での調査研究や産業現場での活用が進むことが期待されます。 

 

 また宮木室長が分担研究者を務めている文部科学省特定領域研究「社会階層と健康」

http://mental.m.u-tokyo.ac.jp/sdh/ の職域コホートにおいても、一部企業でこの

WHO-HPQ日本語版が用いられ、プレゼンティーズムスコアが悪いと将来の精神的理由

による欠勤が統計学的に有意に増加することを前向きの追跡調査により確かめているこ

とを付言します（現在国際誌に投稿中）。 
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